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＊
正
十
＿
二
年
五
月
廿
五

H

（
日
曜
日
）
．
堂
友
井
上
正
美
、
岡
田

空
碩
、
野
口
幸
雄
、
小
沼
最
平
、
平
野
得
三
、
の
五
名
京
都
府

愛
宕
郡
修
學
院
村
に
石
川
丈
山
先
生
隠
棲
の
奮
底
を
訪
ふ
堂
主

喜
ん
で
一
行
を
迎
へ
先
づ
客
顧
に
請
じ
茶
菓
セ
据
じ
炊
待
頗
る

力
む
次
で
各
室
及
び
室
内
に
陳
列
せ
ら
れ
た
る
先
生
の
逍
墨
其

他
の
賓
物
を
観
る
府
は
詩
仙
堂
を
中
心
ご
し
て
至
栗
巣
、
晴
月

棲
、
其
他
藪
室
を
継
稲
し
て
凹
凸
察
ご
云
ふ
詩
仙
堂
は
中
央
の

一
小
室
に
し
て
本
朝
＿
二
十
六
歌
仙
に
擬
し
漢
晋
肘
宋
の
詩
仙
三

十
六
人
を
逹
み
狩
野
探
幽
に
蘭
し
て
各
其
像
を
方
版
に
闘
し
各

詩

仙

堂

に

遊

‘̀ <、

た
東
亜
航
悔
繭
は
故
原
文
學
博
士
、
伊
勢
の
角
晃
七
郎
次
郎
氏

所
蔵
の
闘
さ
共
に
我
國
に
一
―
―
"
某
し
か
な
い
珍
品
で
あ
っ
ィ
闘
は

羊
皮
の
上
に
胡
粉
ャ
染
F
h

其
上
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

其
他
末
吉
家
か
秀
吉
よ
り
贈
典
さ
れ
し
金
色
燦
爛
、
目
ケ
寄
和

ふ
計
b
の
膳
椀
、
費
睛
湖
十
二
幅
射
、
そ
れ
を
包
ん
で
蹄
り
し

更
紗
書
洋
紙
に
書
か
れ
し
蘭
語
の
隈
語
な
ざ
思
へ
ば
何
れ
も
悔

外
貿
易
嘗
時
の
末
吉
家
を
偲
ば
し
む
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た

小
-=+1̂
 沼

景

平

薄
暮
末
吉
家
を
僻
し
て
平
野
の
奮
蹟
セ
此
所
彼
所
案
内
さ
れ

て
大
阪
に
蹄
つ

ftoJ
は
午
後
九
時
で
あ
っ
た
3

秘
蔵
の
珍
什
を
惜
氣
も
な
く
邦
見
を
許
さ
れ
、
加
へ
て
厚
過

を
賜
は
り
し
末
吉
家
の
好
意
に
到
し
て
は
私
等
の
戚
謝
し
て
措

か
ざ
る
所
で
あ
る
。
肉
柏
原
氏
、
末
吉
一
郎
氏
に
到
し
て
も
厚

く
御
國
を
申
し
て
置
き
た
い
。

家
の
警
絶
セ
其
上
に
題
し
四
壁
に
排
列
し
て
詩
仙
堂
の
扁
額
を

掲
ぐ
故
に
此
の
名
あ
り
さ
云
ふ
今
其
詩
仙
ピ
題
詩
こ
を
畢
ぐ
れ

ゞ
よ
,
9
9
 

別

昆

弟

蘇

武

（

左

方

第

一

）

骨
肉
緑
枝
葉
、
結
交
亦
相
因
＂
四
海
皆
兄
弟
、
誰
総
行
路
人
、

況
枚
連
枝
樹
、
典
子
同
一
身
、
昔
為
鴛
典
骰
、
今
為
参
輿
辰
、

雑

詩

陶

潜

（

右

方

第

一

）

結
厨
在
人
境
、
而
無
卓
馬
堕
、
問
君
何
能
爾
、
心
遠
地
自
偏
、

釆
菊
東
簸
下
、
悠
然
見
南
山
、
山
氣
H
夕
佳
、
飛
鳥
相
興
還
、



此
中
有
興
意
、
欲
辮
己
忘
言
、

登

池

上

棲

謝

霊

運

（

左

方

第

二

）

和
景
革
緒
風
、
新
陽
改
故
陰
、
池
期
生
春
草
、
園
柳
雙
嗚
禽
、

祁
々
傷
廊
歌
、
梃
々
戚
楚
吟
、
索
居
易
永
小
、
離
群
難
虞
・
心
、

持
操
登
獨
古
、
無
悶
徽
在
今
、

學

劉

公

幹

閥

詭

昭

（

右

方

第

二

）

胡
風
吹
朔
雲
、
千
里
度
龍
山
、
集
君
瑶
壺
裡
、
飛
舞
雨
樅
前
、

荘
辰
自
為
美
、
営
避
記
賜
年
、
艶
陽
桃
李
節
、
餃
潔
不
成
妍
、

終

南

山

應

制

杜

審

吉

（

左

方

第

三

）

北
斗
掛
城
邊
、
南
山
俯
殿
前
、
雲
標
金
闘
迎
、
樹
秒
玉
堂
懸
、

年
嶺
通
佳
氣
、
中
峰
饒
瑞
姻
、
小
臣
持
献
壽
、
長
此
戴
高
天
、

陳
千
昂
（
右
方
第
一
―
-
）

戚
遇

湮
人
不
利
己
、
憂
清
在
元
元
、
黄
屋
非
盛
心
、
瑶
壼
安
可
論
、

古

風

李

白

（

左

方

第

四

）

＊
雅
久
不
作
、
吾
衰
覚
誰
陳
、
王
風
委
蔓
草
、
戦
國
多
荊
榛
、

龍
虎
相
萩
食
、
兵
文
逮
狂
秦
、
正
繋
何
徴
茫
、
哀
怨
起
騒
人
、

登

岳

陽

棲

杜

甫

（

右

方

第

四

）

昔
聞
洞
庭
水
、
今
上
岳
陽
棲
、
呉
楚
東
南
折
、
乾
坤
H
夜
浮
、

親
朋
無
一
字
、
老
病
有
孤
舟
、
戎
馬
闊
山
北
、
憑
軒
悌
泊
流
、

終

南

別

業

王

維

（

左

方

第

五

）

中
歳
頓
好
道
、
晩
家
南

LU
陸
、
興
末
毎
獨
往
、
勝
事
空
自
紐
、

行
列
水
窮
慮
、
坐
看
雲
起
時
、
偶
然
値
林
曳
、
談
笑
無
還
期
、

歳

暮

蹄

南

山

孟

浩

然

（

右

方

第

五

）

北
閾
休
上
貧
、
南
山
蹄
敗
駐
、
不
オ
明
主
棄
、
多
病
故
J
疎
畜

白
髪
催
年
老
、
青
陽
逼
歳
除
、
永
快
愁
不
｛
妹
、
松
月
夜
窓
虚
、

高

適

（

左

方

第

六

）

重
陽

節
物
鷲
心
雨
賛
華
、
東
維
空
親
未
開
花
、
百
年
賂
半
仕
三
巳
、

五
肱
就
荒
天
一
涯
、
登
有
白
衣
水
剥
啄
、
亦
従
烏
帽
自
欲
斜
、

其
成
獨
坐
空
掻
首
、
門
柳
蓋
々
喋
暮
糾
、

題

統

州

匝

棲

本

参

（

右

方

第

六

）

錯
料
一
生
事
、
嵯
詑
今
白
頭
、
縦
横
皆
失
計
、
妻
子
批
堪
羞
、

明
主
雖
然
栗
、
丹
心
亦
未
休
‘
愁
水
無
去
慮
、
祇
上
郡
西
棲
、

山

中

流

泉

儲

光

義

G

左
方
第
七
）

山
中
有
流
水
、
借
問
不
知
名
、
映
地
総
天
色
、
飛
空
作
雨
勢
、

韓
水
深
澗
渦
、
分
出
小
池
平
、
括
楼
無
人
見
、
年
々
長
自
消
、

長

信

宮

王

昌

齢

（

右

方

第

七

）

金
井
梧
桐
秋
葉
黄
。
珠
簾
不
捲
夜
水
箱
、
蒸
籠
玉
枕
無
顛
色
、

臥
罷
南
宮
消
漏
長
、

寄

全

椒

山

中

道

士

草

應

物

（

左

方

第

入

）

今
朝
郡
齊
冷
、
忽
念
山
中
客
、
澗
底
束
荊
棒
、
蹄
水
煮
白
石
、

三
十
七



欲
持
一
瓢
酒
、
遠
慰
風
雨
夕
、
落
葉
濡
空
山
、
何
虞
尋
行
迩
、

海

痩

官

合

早

春

劉

長

卿

（

右

方

第

入

）

小
邑
愴
洲
吏
、
新
年
白
首
翁
、
一
官
如
遠
客
、
萬
事
極
瓢
蓬
、

柳
色
孤
城
裏
、
鶯
聾
細
雨
中
、
覇
心
早
己
侃
、
何
事
更
春
風
、

拘

幽

操

韓

愈

（

左

方

第

九

）

目
窃
窃
今
其
凝
其
盲
、
耳
粛
々
令
罷
不
聞
墜
、
朝
不
日
出
今
夜

不
見
月
典
星
＂
有
紐
無
知
今
鴬
死
為
生
、
嗚
呼
臣
罪
営
誅
分
天

王
湮
明
、
漁

翁

柳

宗

元

（

右

方

第

九

）

漁
翁
夜
傍
両
巖
宿
、
饒
汲
消
湘
然
楚
竹
、
姻
消
日
出
不
見
人
、

欺
乃
一
磐
山
水
緑
、
廻
看
天
際
下
中
流
、
巖
上
無
心
雲
相
逐
、

空

都

観

罰

萬

錫

（

左

方

第

十

）

紫
阻
紅
隈
彿
面
末
、
無
人
不
道
看
花
廻
、
空
都
観
裏
桃
千
樹
、

蜜
是
劉
郎
去
後
栽
、

壬

昭

君

白

居

易

（

右

方

第

十

）

漢
使
却
回
憑
寄
語
、
黄
金
何
日
贖
蛾
眉
、
君
王
若
間
妾
顔
色
、

漠
道
不
如
宮
裡
時
、

雁

門

＊

守

行

李

賀

（

左

方

第

十

一

）

照
雲
黙
城
城
欲
描
、
甲
光
向
月
金
鱗
開
、
角
聾
滴
天
秋
色
裏
、

塞
上
膝
脂
凝
夜
紫
、
半
捲
紅
旗
臨
易
水
、
霜
重
鼓
寒
聾
不
起
、

_＿＿十入

報
君
黄
金
壼
上
意
、
提
携
玉
龍
鴬
君
死
、

入

日

立

春

麻

同

（

右

方

第

十

一

）

春
度
春
蹄
無
限
春
、
今
朝
方
始
覺
成
人
、
従
今
剋
己
應
猶
及
、

顔
典
梅
花
倶
自
新
、

早

行

杜

牧

（

左

方

第

十

二

）

垂
鞭
信
馬
行
、
藪
里
未
鶏
嗚
、
林
下
帯
残
夢
、
葉
飛
時
忽
驚
、

霧
凝
孤
鶴
逍
、
月
饒
遠
山
横
、
憧
僕
休
僻
慮
、
時
平
路
復
平
、

井

絡

李

商

隠

（

右

方

第

十

二

）

井
絡
天
彰
一
掌
中
、
漫
誇
天
設
剣
鴬
峰
、
陳
圏
東
棄
燕
江
口
、

邊
栃
西
懸
雪
鏃
松
、
堪
歎
故
君
成
杜
宇
、
可
能
先
主
是
真
龍
、

牌
末
為
報
姦
雄
輩
、
莫
向
金
牛
訪
奮
樅
、

楚

僻

證

寒

山

（

左

方

第

十

一

11)

有
入
坐
山
陛
、
雲
巻
今
霞
糊
、
乗
芳
今
欲
寄
、
路
漫
今
難
征
、

心
憫
恨
狐
疑
、
年
老
己
無
成
、
衆
瑾
噸
斯
秦
、
獨
立
今
忠
貞
、

宿

東

林

寺

霊

徹

（

右

方

第

十

三

）

天
寒
猛
虎
嗚
巖
穴
、
林
下
無
人
空
有
月
、
＋
年
像
敢
今
不
聞
、

焚
香
獨
為
鬼
肺
説
、

壽

堂

林

通

（

左

方

第

十

四

）

湖
上
青
山
到
結
崖
、
墳
頭
秋
色
亦
蓋
疎
、
茂
陵
他
日
求
遺
稿
、

猶
喜
曾
無
封
藤
書
、



首

尾

吟

部

窪

（

右

方

第

十

四

）

褻
夫
非
是
愛
吟
詩
、
雖
老
精
牌
未
粍
時
、
水
竹
洞
閑
先
抽
了
、

鶯
花
富
貴
又
兼
之
、
梧
桐
月
向
懐
中
照
、
楊
柳
風
来
面
上
吹
｀

被
有
許
多
閑
棒
擁
、
党
夫
非
是
愛
吟
詩
、

金

山

寺

梅

党

臣

（

左

方

第

十

五

）

呉
客
獨
末
後
、
楚
桃
蹄
夕
瞳
、
山
形
無
地
接
、
寺
界
興
波
分
、

巣
情
寧
窺
物
、
順
鵬
自
作
群
、
老
僧
忘
歳
月
・
石
上
看
江
雲
、

中

秋

松

江

翌

月

蘇

舜

欽

（

右

方

第

十

五

）

月
晃
長
江
上
下
同
、
饗
橋
横
絶
冷
光
中
、
雲
頭
盛
髄
開
金
餅
、

水
面
沈
々
臥
彩
虹
、
佛
氏
解
為
銀
色
界
．
仙
家
多
住
玉
華
宮
、

地
雄
景
勝
言
不
識
、
但
欲
追
臆
乗
饒
風
、

寄

田

元

均

欧

陽

修

（

左

方

第

十

六

）

由
亦
邊
荊
用
儒
臣
、
坐
以
威
名
撫
漠
軍
、
萬
馬
不
噺
鵜
琥
令
、

諸
蕃
無
事
著
耕
転
、
夢
回
夜
帳
聞
苑
笛
、
詩
就
高
棲
翌
隙
雲
、

菓
忘
鎮
陽
遺
愛
在
、
北
渾
桃
李
正
仮
氣
、

雪

後

蘇

試

（

右

方

第

十

六

）

城
頭
初
日
始
翻
鵡
、
阻
上
睛
泥
巳
没
車
、
凍
合
玉
棲
寒
起
栗
、

光
揺
銀
海
眩
生
花
、
遺
競
入
池
應
千
尺
、
宿
萎
連
雲
有
幾
家
、

老
病
自
睦
詩
力
退
、
空
吟
氷
柱
憶
劉
叉
、

次

韻

楊

明

叔

黄

庭

堅

（
左
方
第
十
七
）

nl+＊
 

老
作
同
安
守
、
秦
足
信
所
便
、
胸
中
無
水
鏡
、
敢
嘗
吏
郭
鈴
、

恨
此
虚
名
在
、
未
脱
枇
絆
瓢
、
念
作
白
鵬
去
、
江
南
水
如
天
、

妾

薄

術

陳

師

道

・

（

右

方

第

十

七

）

主
家
十
二
棲
、
一
身
常
三
千
、
古
水
妾
薄
命
、
事
主
不
盤
年
、

起
舞
総
主
壽
．
相
送
南
陽
肝
、
忍
着
主
衣
裳
、
総
人
作
春
研
、

有
勢
営
徹
天
、
有
涙
賞
徹
泉
、
死
者
恐
無
知
、
妾
身
長
自
憐
、

墨

梅

陳

典

義

（

左

方

第

十

入

）

簗
々
江
南
萬
玉
妃
、
別
水
幾
度
見
春
蹄
、
相
逢
京
洛
揮
依
奮
、

唯
恨
描
艇
染
素
衣
、

鄭

簡

道

俯

泊

曾

幾

（

右

方

第

十

八

）

姻
雨
昏
々
二
月
梅
、
全
家
避
冠
寄
城
隈
、
欲
尋
碧
疼
侍
郎
去
、

逮
沐
背
州
従
事
水
、
令
我
妻
祭
弔
洗
盛
、
想
公
伯
仲
正
値
杯
、

安
能
鬱
々
久
居
此
、
且
傍
茶
山
松
逼
回
、

蘇
武
、
謝
禦
蓮
、
陳
千
昂
、
李
臼
の
四
詩
は
、
何
れ
も
其
一
部

を
節
録
せ
る
も
の
な
り
、

至
柴
巣
は
先
生
の
讀
書
室
に
し
て
経
史
セ
讀
み
諸
子
百
家
を
渉

撒
せ
し
虞
、
嗜
月
棲
は
堂
の
一
二
階
に
し
て
奮
ご
群
書
を
貯
へ
四

部
を
列
し
先
生
興
到
れ
ば
則
ち
此
の
棲
に
登
り
欄
に
兌
り
月
に

封
し
て
朗
吟
せ
し
慮
ご
云
ふ
0

然
し
て
凹
凸
察
の
景
勝
は
庭
に

瀑
流
あ

b
澗
深
あ
b
近
く
は
洛
陽
の
晩
煙
を
眺
め
遠
く
は
難
波



の
城
棲
を
望
む
べ
し
0

先
生
十
境
十
二
景
を
選
び
て
是
を
闘
せ

し
め
自
ら
詩
を
賦
し
て
之
に
題
せ

b
さ
云
ふ
0

今
先
生
の
遺
墨

遺
愛
品
等
の
二
三
セ
畢
ぐ
れ
ば
詩
仙
闘
像
井
序
の
巻
物
登
塔
。

凹
凸
棠
十
二
景
詩
井
序
の
巻
物
登
巻
、
朱
子
家
訓
掛
物
登
幅
、

謝
二
林
氏
詩
井
序
巻
物
壺
港
、
遺
愛
品
に
は
眉
公
琴
、
天
造
几
、

歿
月
硯
等
あ
h
詩
集
に
は
覆
醤
集
四
巻
あ
b
京
兆
手
板
倉
重
宗

の
需
に
應
じ
て
自
ら
編
せ
し
も
の
又
新
編
覆
醤
集
十
六
巻
あ

b
0
門
人
右
克
が
編
輯
し
て
印
行
せ
し
も
の
共
に
世
に
行
は
れ

手
澤
本
に
は
後
漢
書
三
十
七
港
、
漏
奎
律
髄
四
十
九
巻
あ
b
o

外
に
林
羅
山
先
生
の
詩
仙
堂
記
壼
巻
、
水
戸
梅
川
高
修
公
の
丈

山
石
子
既
没
百
五
十
年
忌
之
詩
怨
物
壼
巻
、
同
徳
川
景
山
公
の
一

寄
詩
仙
堂
詩
掛
物
登
幅
、
佐
藤
一
齋
先
生
の
夢
石
川
丈
山
井
叙

さ
趙
す
る
詩
の
大
幅
壼
軸
、
頼
杏
坪
先
生
の
過
詩
仙
堂
有
威
こ

題
す
る
詩
の
大
幅
壼
軸
、
大
雅
堂
の
二
枚
折
屏
風
其
他
十
敷
種

を
展
観
せ
b
0
午
後
三
時
堂
を
僻
し
舞
築
寺
村
に
丈
山
先
生
の

墓
を
展
し
途
次
金
縣
寺
境
内
に
俳
湮
芭
蕉
庵
の
奮
址
を
訪
ひ
゜

ま
た
興
謝
蕪
村
、
呉
月
深
、
奥
景
文
、
の
墓
を
弔
ひ
夕
六
時
三

十
分
京
都
登
の
列
車
に
て
蹄
阪
せ
り
蹄
水
先
生
の
高
風
消
節
夢

媒
の
間
に
往
末
し
高
士
逸
蹂
の
其
の
泉
石
の
幽
ビ
共
に
眼
前
に

房
煽
た
る
を
覺
ゆY
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